
教育委員会事務事業評価調書
↓ 予算額は、当初予算に計上された額

方　針　内　容
施策の体系

（評価項目）
実　　施　　計　　画（令和４年度） 実　　施　　内　　容（令和４年度） 評　価 備　　　考

１学校教育の充実

※施策の体系５項目
（評価項目）

　第１に、学校教育についてでありま
す。
　はじめに、確かな学び、豊かな学び
の推進につきましては、子どもが自ら
の未来を切り拓いていくために必要と
される資質・能力を養うために、「主
体的・対話的で深い学び」の視点から
「分かる授業」と「学習意欲の向上に
つながる授業」の実践・改善に努めて
参ります。

⑴
確かな学び、
豊かな学びの
推進

※実施計画８項目

１　学校を保護者や地域住民が支えながら開かれた学校
　づくりの一層の推進を図るため、各小中学校に学校評
　議員を置く。

  　委嘱人員：21人
  　内容等：評議員との意見交換、外部評価、保護者
　　　　　　アンケート等

１　学校評議員の委嘱　15名
　　※学校運営協議会を設置した一方井小中学校は除く
 
    各小中学校において各種行事の参加依頼、意見交
　換、外部評価等を実施し、開かれた学校づくりの推
　進を図った。

２　全国学力・学習状況調査、岩手県学習定着度調査に
　加え、標準学力調査（ＣRT)を実施し、児童生徒の学
　力の状況把握・分析をし、ファミリースクール内で
　「確かな学力－基礎基本の定着」を目標とした取組み
　を進める。

　○各学力調査の事後指導の徹底を図る。
　　・標準学力調査（CRT)    （予算額　554千円）

２－１
　　〇全国学力・学習状況調査（４月実施）
　　　　小学校、中学校ともに全国平均との差が前年度
　　　より改善されている。
　
２－２
　　〇岩手県学習定着度調査
　　　　小学校では、国算とも県平均との差が前年度よ
　　　り改善されている。
　　　　中学校では、国数英とも県平均を上回った。

２－３
　　〇標準学力調査（CRT)（12-２月実施)
　　　　小学校では、６年生の算数で全国平均との差が
　　　縮小し改善が見られた。
　　　　中学校は、中１数学で全国平均との差が拡大し
　　　たが、その他は概ね全国平均で推移している。
　　　　特に、中２国語は全国平均を上回っている。
 　 　　　　　　　　　　　　（決算額：504千円）
　
　　〇Hyper-QU検査　　　　　（決算額：274千円）

２－４
　　〇事後指導
　　　　調査結果を分析して各学校の傾向を把握。学校
　　　が作成する学力向上プランへの盛り込みの助言を
　　　実施し、児童生徒の学力向上を図った。

３　小中連携を通した岩手町確かな学力を育む教育
　アクションプランの推進
　○令和４年度より、各中学校区ごとから学校ごとに
　　研究指定を変更。
　　・Ｈ28～29
　　沼宮内中学校区(沼宮内中・沼宮内小・水堀小)
　　・Ｈ29～30
　　一方井中学校区(一方井中・一方井小)
　　・Ｈ30～R1
　　川口中学校区(川口中・川口小・久保小)
　　・R1～R3
　　沼宮内中学校区(沼宮内中・沼宮内小)
　　・R４
　　一方井小学校

３　一方井中学校区の推進委員会を主体に、小中学校
　で同じ視点での授業研修を実施。
　　研究会等を持ち授業についての協議、研究を行い、
　学校公開に向け取り組んだ。
　
　〇10月25日　教育実践発表会（一方井小）
　
　　また、学力向上を目的とした各種研修や教員によ
　る合同授業研究会の開催、指導主事の学校訪問指導
　等により、教員の資質や授業力の向上を図った。
 
　　副校長研修３回、教務主任研修２回、
　　特別支援研修３回など

〔令和４年度〕

将来像　「わたしたちが創る　笑顔いっぱい　いわてまち」　　基本目標　「ひとと文化を大切にする教育のまち」
（※主要施策４項目　学校教育の充実、社会教育の充実、生涯スポーツの推進、文化・芸術の振興）

主要施策

A

　子どもが自らの未来を切り拓いてい
くために必要とされる資質・能力を養
うために、「主体的・対話的で深い学
び」の視点から「分かる授業」と「学
習意欲の向上につながる授業」の実
践・改善に努めて参ります。
　子どもたちが確かな学力を育むため
には、安心して学ぶことができる雰囲
気のある学級集団の中で、日々の授業
を充実させていくことが必要です。そ
のために、小中連携によるファミリー
スクールを町内全校で取り組み、学習
指導とそれを支える生徒指導(学級経
営)について、小中連携の研究実践を
さらに深めます。
　特別支援教育については、教職員研
修を通して児童への関わり方について
理解を深めると共に、各校に学習（特
別）支援指導員を配置し、特別に支援
が必要な児童・生徒に対し、きめ細か
で丁寧な指導を行います。
　さらに、学習指導要領を踏まえ、小
学校中学年での「外国語活動」、高学
年での「外国語科」を円滑に推進する
など、外国語教育の充実に努め、新教
育課程への対応を図って参ります。ま
た、町独自の学習支援事業として、英
語検定及び漢字検定の受講料の半額を
助成する「中学生学力向上支援助成」
および福島県ブリティッシュヒルズに
おける「中学生国内英語研修」を継続
して参ります。
　また、「主体的・対話的で深い学
び」の実現の観点から、「GIGAスクー
ル構想」に基づく学習端末を活用し、
ICT教育やプログラミング教育を進め
て参ります。



方　針　内　容
施策の体系

（評価項目）
実　　施　　計　　画（令和４年度） 実　　施　　内　　容（令和４年度） 評　価 備　　　考

将来像　「わたしたちが創る　笑顔いっぱい　いわてまち」　　基本目標　「ひとと文化を大切にする教育のまち」
（※主要施策４項目　学校教育の充実、社会教育の充実、生涯スポーツの推進、文化・芸術の振興）

主要施策

４　ＡＬＴを学校へ派遣し、小学生の英語学習の指導
　支援、中学生の英語学力の向上を図る。
　　（予算額　10,594千円）

５　中学生国内英語研修派遣事業の実施。
　　（予算額　1,528千円）

４　ＡＬＴ（英語指導助手）２人を、各小中学校週２～
　３回派遣し、児童生徒の英語学力の向上を図った。
　　　　　　　　　（決算額：委託料 11,484千円）

５　福島県British Hillsへの派遣事業を実施
　　(３泊４日)
　　参加生徒：11名　引率教諭２名・教委担当１名
　　　　　　　　　　　　　(決算額：1,488千円)

６　学習（特別）支援指導
　目的：学習（特別）支援指導員を配置し、特別な支
　　　　援を要する児童における指導の適切なサポー
　　　　トを図る。　（予算額：19,144千円）
　配置人数： 学習（特別）支援指導員  13人
             図書支援指導員 　　　　 １人
     　　　　ＩＣＴ支援員            １人

７　就学指導
　　就学支援委員会による専門的見地からの児童生徒の
　状況把握、調査に基づき、適切な就学指導を図る。

６　学習（特別）支援指導
  　　学習（特別）支援指導員12人（学校図書支援指
　　導員１人を含む）を配置し、特別な支援を要する
　　児童へのサポート及び小・中学校図書室の整備を
　　図った。
　　　ＩＣＴ支援員１人を配置し、教職員のＩＣＴ活
　　用の促進を図った。　　（決算額：16,003千円）
 
７　就学支援委員会を開催し、適切な就学指導を行っ
   た。

８　岩手町ファミリースクール構想（小・中が連携し
　学習指導と生徒指導を充実させる中学校区ごとのま
　とまり）による連携の推進

　○確かな学力を育む研究大会

　○学習支援事業（英語・漢字検定料助成支援）

８　確かな学力を育む研究大会を開催し、岩手町の小・
  中学校児童生徒の学力の実態をもとに、教育実践上の
　課題と成果を確認しながら、確かな学力を育む具体的
　実践的な道筋を研究し、各学校の指導計画、指導法の
　改善を図った。
　
　〇確かな学力を育む教育推進委員会（R4.11.30開催）
　〇確かな学力を育む研究大会（R5.1.10開催）
　　　参加者70人

　 中学生学力向上支援事業
　　英語検定：85人(３級以上合格者22人)
　　漢字検定：91人(３級以上合格者28人)
　　　　　　　　　　　　　　（決算額：364千円）

　本町の持続可能なまちづくりに関
わっては、今年度も引き続き自然や産
業・文化など本町の良さや強みを生か
したり、身近な暮らしの課題解決につ
いて考えたりするなど、SDGsの視点に
基づいた豊かな学びを進め、主体的、
創造的に取り組む資質・能力の育成を
図る教育を進めて参ります。

（SDGsへの対
応）

※実施計画１項目

１　総合学習を活用した各学校の特色あるＳＤＧｓの
　取り組み（ＳＤＧｓの理解醸成）

１　〇ＳＤＧｓ推進会議（年２回開催）
　　　　各学校のＳＤＧｓ推進委員を対象に、ＳＤＧｓ
　　　の取り組みについて、研修・協議を行うことで特
　　　色あるＳＤＧｓ教育活動の質的向上を図った。

　　〇小中高ＳＤＧｓ研修会（R4.7.28開催）
　　　　参加者35名
　　　各校のリーダーとなる児童生徒を対象に、
　　ＳＤＧｓについての知識の向上を図った。

A

A



方　針　内　容
施策の体系

（評価項目）
実　　施　　計　　画（令和４年度） 実　　施　　内　　容（令和４年度） 評　価 備　　　考

将来像　「わたしたちが創る　笑顔いっぱい　いわてまち」　　基本目標　「ひとと文化を大切にする教育のまち」
（※主要施策４項目　学校教育の充実、社会教育の充実、生涯スポーツの推進、文化・芸術の振興）

主要施策

　いじめ防止対策につきましては、い
じめ防止対策推進法に基づき、いじめ
の未然防止を最優先に、「いじめ」を
絶対してはいけないという意識を浸透
させるための教育と、学校・家庭・地
域が相互理解を深め、いじめが発生し
ない環境を整えるよう努めます。ま
た、いじめを早期に認知するために常
にアンテナを高くし、迅速な対応に努
めます。

（いじめへの
対応）

※実施計画２項目

１　いじめ問題連絡協議会開催

２　いじめに関するアンケートの実施

１　いじめ問題連絡協議会（R4.8.26開催）
    いじめ問題に関する意識の共有を図った。

２　各校においていじめに関するアンケートを実施し、
　実態を把握するとともに、いじめの未然防止と早期
　発見・早期対応に活用した。 A

　不登校などの心の問題に対しては、
スクールカウンセラーや教育相談員の
配置、適応指導教室石神ハートの活用
を通して、学校・家庭・地域と一体と
なった相談・指導体制をつくります。
さらに、今年度新たに不登校の対応支
援員を１名配置し、引きこもりの児童
生徒の家庭へ訪問・相談を実施して参
ります。また、困難事例に対してもス
クールソーシャルワーカー等の専門員
へ相談するなど、心身ともに健全な児
童・生徒の育成に努めます。

（心の問題へ
の対応）

※実施計画３項目

１　・教育相談員（1人、週3日）
　　・不登校対応支援員（1人、週3日）

２　スクールカウンセラー：
　　沼中・川中・一中各校、年間35回、沼小・川小・
　一小各校年間17回、カウンセリング、　情報交換等

３　不登校または不登校傾向にある児童生徒を対象に、
　通級による適応指導教室において、学校への早期復帰
　を支援する。（石神ハート）

　○実施内容：指導員１人を配置し、学習支援・生活習
　　慣の改善を図る。　　　（予算額　3,828千円）

１　教育相談員（１人、週３回）
  　　相談件数延べ171件（来室60件、電話23件、
　　　　　　　　　　　　　訪問63件、巡回等25件）
　　不登校対応指導員（１人、週３回）
　　　相談件数延べ 66件（来所14件、電話20件、
　　　　　　　　　　　　　訪問18件、巡回14件）
　
２　スクールカウンセラー
　・沼小　年32回、川小　年16回、一小　年13回、
　　沼中　年32回、川中・一中各校　年16回、
　　カウンセリング、情報交換等

３　不登校又は不登校傾向にある児童生徒を対象に、
　学習支援及び生活習慣の改善を図り、学校への早期
　復帰を支援した。

  　石神ハート通級児童生徒３人
　　　：うち年度内学校復帰２人
  　　　　　　　　　　　　　（決算額：3,769千円）

A

　学校の安全確保につきましては、学
校警察連絡協議会を通じて、児童・生
徒を守る防犯活動を推進すると共に、
スクールガードリーダーによる巡回指
導に加え、地域全体で取り組む「おは
よう」「おかえり」８・３運動や通学
路安全点検による登下校時の安全確保
に努めます。

（子どもの安
全確保）

※実施計画１項目

１　おはよう　おかえり　８・３運動
　　児童生徒の登下校時の安全確保に、地域全体で取り
　組む運動の浸透を図る。

　○学校警察連絡協議会運営（学校・警察・地域関係者
　　が連携し、児童生徒の防犯活動を推進）
　　　　　　　　　　　　　　　（予算額　90千円）
　
　○地域ぐるみ学校安全体制整備推進事業
　　スクールガードリーダーの配置（巡回指導、情報
　　収集等）　　　　　　　　　（予算額　196千円）

１－１　おはよう　おかえり　８・３運動
    児童生徒の登下校時の安全確保に地域全体で取り
　組み、防犯、交通事故防止に努めた。

１－２　学校警察連絡協議会運営
　　学校・警察・地域関係者が連携し、児童生徒の防
　犯活動を推進。　　　　　　　　（決算額：23千円）

１－３　地域ぐるみ学校安全体制整備推進事業
  　スクールガードリーダーを配置（１人）し、巡回
　指導、情報収集等を通じて児童生徒の安心・安全な
　環境づくりに努めた。　　　  　（決算額：93千円）

A

　学校給食につきましては、学校給食
が児童及び生徒の心身の健全な発達
や、学校における食育の推進に極めて
有効な教育的役割が期待されているこ
とから、「学校給食衛生管理基準」を
遵守し、安全でおいしい給食の提供に
努めて参ります。。

（学校給食の
充実）

※実施計画１項目

１　安全、安心な給食の提供と、食に関する指導を実施
　する。

（給食センター運営関連：予算額　118,776千円）

　　内訳(主なもの)
　　　（調理等業務委託料　29,476千円）
　　　（給食運搬業務委託料　15,950千円）
　　　（賄材料費　48,659千円）

１　安全、安心な給食の提供に努めるとともに、各校に
　おいて食に関する指導を実施した。
　　〇給食センター運営関連決算：110,732千円
　　　　内訳(主なもの)
        ・調理等業務委託料　： 29,476千円
　　　  ・給食運搬業務委託料： 15,950千円
　　 　 ・賄材料費　　　　　： 47,794千円

　　〇食に関する指導　21回
　　　（各小中学校、全校または学年ごと）

A



方　針　内　容
施策の体系

（評価項目）
実　　施　　計　　画（令和４年度） 実　　施　　内　　容（令和４年度） 評　価 備　　　考

将来像　「わたしたちが創る　笑顔いっぱい　いわてまち」　　基本目標　「ひとと文化を大切にする教育のまち」
（※主要施策４項目　学校教育の充実、社会教育の充実、生涯スポーツの推進、文化・芸術の振興）

主要施策

　就学支援については、経済的理由等
により就学が困難な児童生徒に対し、
就学支援費の援助を行います。また、
育英資金事業により、高校、大学、専
門学校教育に係る経済的支援を図りま
す。

（就学支援）

※実施計画２項目

１　就学援助奨励事業：所得基準等に基づき、学用品
　費、医療費、給食費等を助成する。

　○対象人数（当初見込み）：
　・小  75人(うち要保護4人);予算額　7,975千円
　・中　33人(うち要保護1人);予算額　4,828千円
　・特学 小　13人　中　9人；予算額　1,195千円
 

 
２　育英資金貸付制度：高校、大学等に進学又は在学す
　る経済的困窮者へ育英資金の貸付けをする。

　○入学準備金：高校10万円以内、他大学等30万円
　　　　　　　　以内
　○修学金：高校等月2万円以内、大学月3万円以内

１　就学援助奨励事業：所得基準等に基づき、学用品
　費、医療費、給食費等を助成した。
 
　　〇対象人数
　　　・小59人(うち要保護２人)
　　　　　　　　　　　　　 （決算額： 5,658千円）
　　　・中30人(うち要保護２人)
　　　　　　　　　　　　　 （決算額： 3,494千円）
　　　・特学 小６人　中４人（決算額： 　435千円）
　　　　　　　　　 事業全体（決算額： 9,587千円）

２　育英資金貸付制度：高校、大学等に進学又は在学す
　る経済的困窮者へ育英資金の貸付けをした。

　　○入学準備金：高校（10万円）１人
　　　　　　　　　大学（30万円）１人
　　○修学金：高校（月２万円）新規１人、継続１人
　　　　　　　大学（月３万円）新規０人、継続１人

A

　就学前の支援が必要な児童について
は、保育所及び私立幼稚園等との連携
を図り、子どもの発達や学びの連続性
を踏まえた教育を推進して参ります。
　また、私立幼稚園の運営費補助及び
就園児保護者への保育料等給付によ
り、経済的な支援を継続いたします。

⑵
就学前支援体
制の充実

※実施項目３項目

１　幼稚園運営費
　　（予算額　350千円）（40人）

２-１　子育てのための施設等利用給付事業
　○目的：私立幼稚園を利用する満３歳児～５歳児を対
　　　　　象に、その保育料等の負担軽減を図る。
　○対象人数
　　　・新１号（預かり保育なし）　　35人見込
　　　・新2・3号（預かり保育あり）　25人見込
　　　　　　　　　　　　（予算額　12,294千円）

２-２　地域子ども・子育て支援事業
　○目的：私立幼稚園を利用する満３歳児～５歳児を対
　　　　　象に、その副食費の負担軽減を図る。
　○対象人数
　　　・徴収免除者（第３子以降・低所得世帯）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 15人見込
　　　・【町単】上記以外の子ども　 　20人見込
　　　　　　　　　　　　　（予算額　1,890千円）

３　幼稚園・保育所（児童館）・小学校間および中学校
　区ごとの小中学校間での情報交換等を通じて、指導の
　連携・充実を図る。

１　幼稚園運営費補助金
　　（決算額：350千円）（27人）

２-１　子育てのための施設等利用給付事業
　　私立幼稚園を利用する満３歳児～５歳児を対象に、
　その保育料等の負担軽減を図った。
 　　・新１号(預かり保育なし）　　９人
 　　・新２号(預かり保育あり）　　18人
　　　　　　　　　　　　　（決算額：9,469千円）

２-２ 地域子ども・子育て支援事業
    私立幼稚園を利用する満３歳児～５歳児を対象に、
　その副食費の負担軽減を図った。
  　 ・徴収免除者（第３子以降・低所得世帯）14人
   　・上記以外の子供　　　 　　　　　　 　13人
　　　　　　　　　　　　　（決算額： 1,215千円）
　

３　幼保一体、幼小一体にむけた幼・保・小の職員対象
　の研修会の実施
　　 ・幼保小連携月間（９月５日～11月14日）
　　　　卒園児童・翌年就学児の参観、情報共有

A

　学習環境整備につきましては、昨年
度に引き続き沼宮内小学校校舎の大規
模改修工事を実施するほか、沼宮内中
学校の屋内消火栓配管の改修を実施
し、安全な学習環境の確保に努めま
す。
　また、子どもたちが情報や情報伝達
手段を主体的に選択し、活用していく
ための基礎的な資質を身に付けること
が益々重要となっていることから、児
童・生徒１人１台の教育用コンピュー
ターを活用し、情報活用能力の育成を
図って参ります。

⑶
計画的な学習
環境整備の推
進

※実施計画１項目

１　学校施設整備事業
　　　小・中学校施設・設備の修繕、改修等を実施

　　（小学校：予算額　217,713千円）

　　（中学校：予算額　 32,510千円）

１　学校施設整備事業
　
　　〇小学校：沼小校舎（教室棟）大規模改修工事
　　　　　　（第Ⅱ期）、沼小校舎（管理棟）大規
　　　　　　　模改修工事業務設計業務　 等
　　　　　　　　　　　（決算額：210,011千円）

　　○中学校：中学校職員トイレ洋式化工事 　等
　　　　　　　　　　　（決算額： 15,918千円）

A



方　針　内　容
施策の体系

（評価項目）
実　　施　　計　　画（令和４年度） 実　　施　　内　　容（令和４年度） 評　価 備　　　考

将来像　「わたしたちが創る　笑顔いっぱい　いわてまち」　　基本目標　「ひとと文化を大切にする教育のまち」
（※主要施策４項目　学校教育の充実、社会教育の充実、生涯スポーツの推進、文化・芸術の振興）

主要施策

　学校再編につきましては、令和10年
４月開校予定の統合新設中学校校舎の
建設用地が令和３年度に現在の沼宮内
中学校用地に決定しました。今後は校
舎等の施設整備を計画的に推進して参
りますが、令和４年度は主に基本設計
業務を実施する予定となっておりま
す。

⑷
小中学校再編
計画の推進

※実施計画１項目

１　令和10年４月開校予定の統合新設中学校の校舎等施
　設の整備を計画的に推進する。

　・統合中学校等施設整備工事基本設計業務委託
　　　　　　　　　　　　（予算額　47,300千円）
　・統合中学校等施設建設候補地地盤調査業務委託
　　　　　　　　　　　　（予算額   8,635千円）

１　統合中学校並びに学校給食センター建設工事基本設
　計業務委託（地盤調査業務を含む　契約額47,300千
　円）
　　（R4.11.1）　新設中学校施設整備基本構想・基本
　　　　　　　　計画策定
　　（R5.1～3月）公募型プロポーザル入札実施
　　（R5.3.30）　基本設計業務委託契約
　　　　　　　　　※R5年度に繰越

A

　県立沼宮内高校の魅力化の推進につ
きましては、沼宮内高等学校教育振興
会補助金を今年度も継続し、引き続き
部活動強化支援や保護者の負担軽減を
図ります。また、総合的な探究の時間
等を活用して「未来の教室・教育魅力
化事業」を実施し、特色のある教育内
容を提供することで、他の高等学校に
はない魅力の向上を図ります。
　さらに、今年度から４年制大学志望
の生徒を対象として公営塾を開講し、
希望する進路実現のための学習環境を
整備します。
　また、令和４年度入学生から開始し
た県外からの生徒募集について、町内
の下宿環境の整備や下宿生活の支援を
行い町外からの入学生確保を図りま
す。
　以上の施策を展開することで、同校
の魅力向上による生徒の安定確保を目
指して参ります。

⑸
高校魅力化の
推進

※実施計画１項目

１　沼宮内高校の教育環境の充実や特色のある教育内容
　を提供することで沼宮内高校の魅力化を推進させ、生
　徒数の確保を図る。

　○沼宮内高等学校教育振興会補助金
　　実施内容：行事等の活性化・学力向上対策、部活動
　　強化（遠征補助・備品購入）、制服代補助、町外生
　　徒の通学費補助、給食副食の提供等
　　　　　　　　　　　　　（予算額　7,000千円）
　
　〇未来の教室・教育魅力化事業
　　　　　　　　　　　　　（予算額　6,000千円）
　〇公営塾運営
　　実施内容：沼宮内高校の 国公立大学志望者を対象
　　　　　　　に、大学受験対策の塾を開講し学習環境
　　　　　　　を整備し、進路選択の幅を広げ、高校の
　　　　　　　魅力化を図る。（予算額　3,135千円）

　〇下宿環境の整備
　　実施内容：町内下宿受入先の確保と下宿生活支援に
　　　　　　　より、町外からの入学生の増加を図る。
　　・下宿生活支援補助金
　　　　町外出身の下宿する沼高生の保護者に対し、
　　　生活支援金として月３万円を補助
　　　　　　　　　　　　　　（予算額　720千円）
　　・下宿受入促進補助金
　　　　下宿受入施設整備費用として下宿受入先に
　　　20万円を補助　　　　　（予算額　400千円）

１　沼宮内高校の教育環境や学校及び下宿生活環境の向
　上により沼宮内高校の魅力化の推進を図った。

　○沼宮内高等学校教育振興会補助金
　　実施内容：ゴルフ・スキー授業、英検・漢検受験料
　　　　　　　補助、国公立短大入学支援金１名、部活
　　　　　　　動遠征補助・備品購入、制服代補助、通
　　　　　　　学費補助、給食副食の提供等
　　　　　　　　　　　　　（決算額　7,000千円）
　
　〇未来の教室・教育魅力化事業
　　・２年生総合的な探求の時間の運営
　　　　　　　　　　　　　（決算額　2,648千円）
　〇公営塾運営
　　・２年生７人（英数国　通年110コマ）※1コマ80分
　　　１年生５人（英数国　冬休み・春休み　16コマ）
　　　　　　　　　　　　　（決算額　2,418千円）

　〇下宿環境の整備
　　・下宿生活支援補助金
　　　　３人×月３万円×12月
　　　　　　　　　　　　　（決算額　720千円）
　　・下宿受入促進補助金
　　　　下宿受入２人×20万円
　　　　　　　　　　　　　（決算額　400千円）

A

２社会教育の充実

※施策の体系５項目
（評価項目）

⑴
講座のテーマ
の新規開設や
更新

※実施計画１項目

１　町の施策及び課題に関する知識と理解の促進を図る
　とともに、町民の学習意欲の高揚と地域活動の推進を
　図るため、住民の学習ニーズを捉えた講座を提供す
　る。特にも令和３年度町内全域に光回線が整備された
　ことから、インターネットを活用する講座を開催す
　る。

１　健康運動講座、おもしろニュースポーツ体験講座、
　健康づくり講座等の出前講座を実施した。
　　・全36講座　99回実施　延べ受講者1,666人

A
⑵
（社会教育関
係団体との協
議）

※実施計画１項目

１　社会教育団体の育成を支援するため、社会教育関係
　団体活動支援補助金により団体の運営・事業費の一部
　を補助する。
　・町婦人団体連絡協議会（予算額：392千円）
　・町PTA連合会（予算額：150千円）

１　各種社会教育団体等を支援し、社会教育の推進を
　図った。
　・町婦人団体連絡協議会     （決算額：392千円）
　・町ＰＴＡ連合会　　　　 　（決算額：150千円） A

　第２に、社会教育の充実についてで
あります。
　過疎化や家族形態の変容、人口減少
や少子高齢社会の進行、価値観やライ
フスタイルの多様化など、社会情勢の
急速な変化に伴い、生涯の各期におけ
る学習課題は益々多様化、高度化して
おります。その中にあって、生涯にわ
たって自らを高め、豊かな人間性の涵
養に資する生涯学習の充実を図りま
す。



方　針　内　容
施策の体系

（評価項目）
実　　施　　計　　画（令和４年度） 実　　施　　内　　容（令和４年度） 評　価 備　　　考

将来像　「わたしたちが創る　笑顔いっぱい　いわてまち」　　基本目標　「ひとと文化を大切にする教育のまち」
（※主要施策４項目　学校教育の充実、社会教育の充実、生涯スポーツの推進、文化・芸術の振興）

主要施策

⑶
（生涯学習の
推進）

※実施計画６項目

１　青少年教育の推進
　　地域において、子どもの「生きる力」を育み青少年
　地域活動を推進するため、家庭、学校、地域が一体と
　なって、地域ぐるみで青少年の健全育成に取り組むこ
　とができる環境づくりに努める。

２　成人教育の推進
　　日々変化する社会環境に的確に対応し、学習ニーズ
　に応える講座等を開設し、学習機会の提供に努めると
　ともに、学習成果の活用を検討する。

１　青少年事業
　　　13事業　延べ参加者522人
　　（キャンプ、工作教室、社会見学等）

２　成人事業
　　　160事業　延べ参加者1,617人
　　（芸術・健康教室、社会科見学等）

３　高齢者教育の推進
　　高齢者の社会参加を促進するため、ふるさと等の蓄
　積された知識の活用を図るとともに、趣味や同好者の
　グループ化を図り、地域の活性化と高齢者の生きがい
　づくりを促進します。
　　また、世代間の交流機会の拡充を図り、異世代相互
　の交流により充実した余暇学習の場を提供する。

４　学習方法の開発と活用
　　住民主導型のプログラムを促進するために、職員の
　専門性を高め住民のニーズに積極的に応え、学習情報
　の収集・提供や地域の情報を提供するとともに社会参
　加活動を支援します。
　　また、活動の主体は地域住民という理念に基づき、
　学習の成果を地域に反映させ、地域住民が自ら運営す
　る機会を創出する事業運営に努力する。
　　さらに、各地区文化祭、公民館まつり等を活用した
　学習成果の発表の場を提供する。

３　高齢者事業
　　　129事業、延べ参加者数2,232人
　　（交流・健康・交通安全・手工芸等）

 
４　令和４年度の上記以外の事業
　　　8事業　延べ参加者数457人（世代間交流）

５　各種関係団体との連携
　　青少年の健全育成のために、家庭や地域、学校、行
　政などが一体となった取り組みを支援する。
　　「生涯現役で暮らせる町づくり」の一環として、健
　康体力つくりが生活の中で日常化するよう各種スポー
　ツの普及や健康運動指導員及び健康福祉課部局等と連
　携した健康運動教室等の実施に努める。

５～６　その他
　　各地域の実情に応じて、各公民館において自治振興
　会連絡協議会、老人クラブ、婦人会及び体育協会等各
　種地域団体の実務を補助しつつ、年間を通じ当該団体
　の事業協力を行った。
　

６　地域の特色ある生涯学習活動の推進
　　地域の伝統文化の振興を図るため、空き施設の活用
　も視野に、各年代の住民が参加する事業や活動などを
　通じて、世代間交流及び地域間交流活動を推進する。
　　地域課題解決に向けて各種団体や関係機関と有機的
　な連携を図り、効果的、効率的な公民館の運営に努め
　るとともに地域の活性化に努める。

  内訳
　　・公民館講座開催事業
　　　（旧地域家庭教育力活性化事業）
　　　　　　　　　　　　1,112千円
　　・公民館まつり事業　　240千円
    ・里川キャンプ事業　　608千円
　　　　　　　　　　（予算額合計：1,960千円）

 

　内訳
　　・公民館講座開催事業
　　　（旧地域家庭教育力活性化事業）
　　　　　　　　　　　　1,050千円
　　・公民館まつり事業　　　　0円　中止
　　・里川キャンプ事業　　606千円
　　　　　（決算額合計：1,656千円）

A



方　針　内　容
施策の体系

（評価項目）
実　　施　　計　　画（令和４年度） 実　　施　　内　　容（令和４年度） 評　価 備　　　考

将来像　「わたしたちが創る　笑顔いっぱい　いわてまち」　　基本目標　「ひとと文化を大切にする教育のまち」
（※主要施策４項目　学校教育の充実、社会教育の充実、生涯スポーツの推進、文化・芸術の振興）

主要施策

（教育振興等
の町民運動の
推進）

※実施計画３項目

１　中学校区ごとの振興区による特色のある運動の集約
　・展開及び全体会として、町づくり大会を実施する。
　

２　学校・家庭・地域の連携を深めて、子どもに心身と
　もに健康で、創造性豊かにたくましく生きる力（知・
　徳・体）をバランスよく身につけることを継続して推
　進する。

３　小中学校、幼稚園、保育所等の保護者に各種講座を
　開催するなど家庭教育を支援する。
　
　　　　　　　　　（教育振興運動：予算額458千円）
　　　　　　　　　（家庭教育学級：予算額546千円）

１　教育振興の集い（各中学校区）及び全体会の開催
　　〇各振興区の「教育振興の集い」
　　・沼宮内中学校区　　R4.11.15開催 　75名参加
　　・川口中学校区　　　R4.12.4 開催　101名参加
　　・一方井中学校区　　開催なし
　
　　〇「教育を高めて進むまちづくり大会」(全体会)
　　・R5.1.22開催　178名参加
　
２～３
　　○家庭教育学級開設状況（町内小中学校）
　　・児童、生徒（町内小中学校）24講座
　　　延べ1,459名参加

　　○幼児家庭教育学級開設状況（町内保育所等）
　　・幼児（町内保育所等）９講座
　　　延べ328名参加
　　　　　　　　　（教育振興運動：決算額120千円）
　　　　　　　　　（家庭教育学級：決算額179千円）

A

　国の方針であるコミュニティ・ス
クール（学校運営協議会制度）の導入
については、本年度一方井地区をモデ
ル地区として進めて参ります。学校運
営等について協議する場である学校運
営協議会を通じて、目指す子どもの姿
を幅広い地域住民が共有することで、
地域と学校が連携・協働しながら子ど
もを育てる体制を構築し、「地域とと
もにある学校づくり」「学校を核とし
た地域づくり」の実現に努めて参りま
す。

⑶
コミュニティ
スクール導入
に向けた連携

※実施計画１項目

１　コミュニティ・スクールの導入
　・一方井中学校区に学校運営協議会設置
　　　会議：年３回程度　　委員：15名程度
　・公民館を中心に地域の応援体制整備
　　　コーディネーターの配置

１　コミュニティ・スクールの導入
　・一方井中学校区に学校運営協議会 設置
　　　会議：３回開催（6.11.2月）　　委員：14名

　・「沼宮内・川口校区の教育振興のつどい」において
　　制度の説明を実施

　・公民館を中心とした地域の応援体制の整備
　　　コーディネーターとなる人材の発掘

A

 公民館においては、まちづくりの一
翼を担う施設として地域に根ざした講
座を提供すると共に、各公民館の適正
管理を行い、施設環境の充実に努めて
参ります。

⑷
社会教育施設
の長寿命化

※実施計画１項目

１　指定避難所となる公民館や集会施設の改修を行い、
　施設の長寿命化及び環境整備を図る。

　・公民館空調設備設置工事（予算額　24,974千円）
　・一方井健康センター屋根修繕工事
　　　　　　　　　　　　　（予算額　32,300千円）
　・旧浮島小学校電気設備更新工事
　　　　　　　　　　　　　（予算額　4,678千円）
　・前ヶ沢地区集会所駐車場舗装工事
　　　　　　　　　　　　　（予算額　3,000千円）

１　指定避難所となる公民館や集会施設の改修を行い、
　施設の長寿命化及び環境整備を図った。
（決算額）
・公民館空調設備設置工事　　 　    　19,250千円
・一方井健康センター屋根修繕工事　   32,230千円
　　(工事 30,800千円、設計監理業務 1,430千円)
・旧浮島小学校電気設備更新工事　　　  5,688千円
　　(工事 5,259千円､設計監理業務 429千円)
・前ヶ沢地区集会所駐車場舗装工事　　　2,860千円
　その他

A



方　針　内　容
施策の体系

（評価項目）
実　　施　　計　　画（令和４年度） 実　　施　　内　　容（令和４年度） 評　価 備　　　考

将来像　「わたしたちが創る　笑顔いっぱい　いわてまち」　　基本目標　「ひとと文化を大切にする教育のまち」
（※主要施策４項目　学校教育の充実、社会教育の充実、生涯スポーツの推進、文化・芸術の振興）

主要施策

　図書館サービスの充実につきまして
は、移動図書館車での図書貸出業務
を、従来の小中学校や各公民館に加
え、健康いきいきサロン等の地域活動
へも拡充し、町民がより利用の機会を
得られるよう努めて参ります。
 また、学校や地域と連携した子ども
の読書習慣の定着に努めます。

⑸
図書館サービ
スの充実

※実施計画７項目

１　計画的な図書の購入　　　　（予算額：4,554千円）

２　図書館相互貸借制度を活用したニーズ対応
 

３　図書館業務の一部委託を実施
　　（岩手町国際交流協会への委託
                        　予算額　28,565千円）
　⑴　図書貸出
　⑵　レファレンス等のカウンター業務
　⑶　蔵書整理
　⑷　ブックスタート事業
　⑸　移動図書館車運行

４　ブックスタート事業（絵本プレゼント）の実施
　
５　未就学児対象のお話し会の開催
　　年12回程度

６　読書ボランティア活動の奨励

７　読書週間や各季節にちなんだ図書展示の実施

１　図書を購入し、蔵書の充実を図った。
　　　　　　　　　　　　　　（決算額　4,403千円）
　　　購入図書冊数　1,499冊
　　　令和４年度末蔵書数　89,538冊
　　（図書：86,547冊、雑誌：1,487冊、
　　　視聴覚資料：1,504本）

２　図書館相互貸借の活用を促進し、利用者の利便を
　図った。（貸出数：80冊　借受数：70冊）

３～７　図書館業務の一部委託を実施
　　特定非営利活動法人岩手町国際交流協会へ業務の一
　部委託を実施することにより、図書館の有する機能を
　さらに充実させ、町民に対するさらなるサービスの向
　上を図った。　　　　　　　（決算額：27,807千円）
　　・ブックスタート事業（絵本プレゼント）実施
　　　　配付41人
　　・読み聞かせ会　11回実施、延べ94人参加
　　・保育所、学童、健康いきいきサロンや高齢者福祉
　　　施設等で読み聞かせ等を実施。
　　　　実績活動回数57回　延べ人数495人
　　・読書週間や季節、町のイベント等に関連した図書
　　　展示を実施メイン展示、児童展示（各展示とも毎
　　　月テーマを変更）
　　・秋の読書週間展示「出会えてよかった　アートな
　　　一冊」（10/1～11/24）　　など

A

3 生涯スポーツの
充実

※施策の体系４項目

（評価項目）

⑴
生涯スポーツ
推進体制の充
実

※実施計画２項目

１　総合運動公園の指定管理委託
　　・委託期間　R4.4.1～R5.3.31
　　・委託先　　（一財）岩手町体育協会
　　　　　　　　　　　　　（決算額：36,513千円）

２　総合運動公園内の各施設の利用促進と各種大会の
　開催及び各種スポーツ教室を実施。
　
　　〇各種大会及びスポーツ教室の開催
　　　・スポーツ大会
　　　　（卓球、元旦マラソン、スキー）
　　　・スポーツ教室
　　　　（ホッケー、サッカー、テニス、野球、陸上、
　　　　　バレーボール、エアロビクス、ピラティス）
　　○各施設利用者数
　　　・森のアリーナ
　　　　トレーニングルーム   9,961人
　　　　アリーナ　　　　　   9,856人
　　　　リハーサル室　　　 　1,623人
　　　・その他施設
　　　　町体育館　　　　　 　3,455人
　　　　柔剣道場　　　　　 　1,677人
　　　　ホッケー場　　　  　13,135人
　　　　テニスコート　　　 　1,683人
　　　　野球場　　　　　　 　3,111人
　　　　総合グラウンド　　 　5,688人
　　　　多目的グラウンド　 　1,070人
　　　　トレセン　　　　　 　　 20人
　　　　森林セラピーロード     250人

　第３に、生涯スポーツの推進につい
てであります。
　町民が生涯現役で明るく健康な生活
を送れるよう、町体育協会、町体育協
会スポーツクラブと連携し、子どもか
ら高齢者までそれぞれのレベルに合わ
せて気軽で継続的にスポーツを親しむ
ことができる環境づくりを推進してま
いります。
　スポーツ行事につきましては、事業
内容の検証を行いながら町民の誰もが
参加しやすいイベントづくりを推進し
てまいります。
　スポーツ施設につきましては、オリ
ンピック事前キャンプに向けて整備さ
れたホッケー場等の施設資源を活か
し、合宿の誘致を推進して参ります。

A

１　総合運動公園施設の町体育協会への指定管理委託
　　　　　　　　　　　　　　（予算額：36,779千円）

２　総合運動公園、各競技施設を活用し、各種大会の
　開催及び各種スポーツ教室を行い、各種競技の普及
　促進と支援の充実を図る。



方　針　内　容
施策の体系

（評価項目）
実　　施　　計　　画（令和４年度） 実　　施　　内　　容（令和４年度） 評　価 備　　　考

将来像　「わたしたちが創る　笑顔いっぱい　いわてまち」　　基本目標　「ひとと文化を大切にする教育のまち」
（※主要施策４項目　学校教育の充実、社会教育の充実、生涯スポーツの推進、文化・芸術の振興）

主要施策

⑵
多様なスポー
ツ活動の普及
促進

※実施計画１項目

１　町体育協会と連携し、総合型スポーツクラブの中で
　多様なスポーツ活動ができるメニュー作りを進め、実
　践する。
　総合型地域スポーツクラブ運営費の補助
　　　　　　　　　　　　　　　　（予算　260千円）

１　総合型地域スポーツクラブ運営費補助金
　　（決算額：0円）
　※（独）日本スポーツ振興センター
　　　スポーツくじ助成金　413千円 A

⑶
健康スポーツ
環境の整備・
活用

※実施計画１項目

１　各種スポーツ施設の利用ニーズに即した整備を進め
　る。　　　　　　　　　　　（予算額：21,057千円）

１　野球場放送設備取替工事
　　柔剣道場天井塗装及び照明LED化工事
　　　　　　　　　　　　　（決算額：15,627千円）

A
⑶
スポーツ団体
等・指導者の
育成支援

※実施計画２項目

１　町民のスポーツ活動の育成及び競技力の向上を図る
　ため、チーム又は個人が出場する県大会以上の大会へ
　の出場経費を助成する。　　（予算額：9,596千円）

２　各種スポーツ関係団体を支援し、選手及び指導者等
　の育成に努める。
　　・町体育協会　　　　　（予算額：27,305千円）
　　・町学校体育連盟　　　（予算額： 1,155千円）

１　各種スポーツ大会への選手派遣に係る経費の助成
　　・出場経費の助成　40件（決算額：9,554千円）

２　各種スポーツ関係団体への助成
　　・町体育協会　　　　　（決算額：27,297千円）
　　・町学校体育連盟　　　（決算額： 1,155千円）

A

　東京オリンピックにおいて、３人の
町出身オリンピアンを誕生させたホッ
ケーをはじめとする各種競技スポーツ
の振興にあっては、関係団体等と連携
し、スポーツの魅力啓発及び普及活動
に積極的に取り組み、競技人口の拡大
と競技力の向上を図ります。

⑷
ホッケーの町
づくり

※実施計画１項目

１　ホッケーを通じて、競技力の向上とスポーツを通じ
　た交流人口の拡大を図る。
　　また、関係団体と連携し、各種ホッケー大会の組織
　的な運営を図る。　　　　　（予算額：1,430千円）

１　ホッケー大会の開催
　〇町ホッケー場で開催・運営した大会
　　・4/29　  第42回IBC杯ホッケー大会(中学校)
　　・5/3-5　 第42回IBC杯ホッケー大会(高校)
　　・5/21　  県高等学校総合体育大会ホッケー競技
　　・6/16-19 全国高等学校総合体育大会東北地区予選
　　　　　　  ホッケー大会
　　・7/16　  県中学校総合体育大会ホッケー競技
　　・10/16　 県中学校新人大会ホッケー競技
　　　　　　　　　　　　　（決算額：1,430千円)

A

４文化・芸術の振
興

※施策の体系４項目
（評価項目）

　第４に、文化・芸術の振興について
であります。
　新型コロナウイルス感染症の影響に
より、文化・芸術活動は制限を余儀な
くされている状況にありましたが、今
後は、多様な文化芸術を鑑賞する機会
や活動成果を発表する場を設けること
で、文化芸術団体等住民の自主的活動
を支援します。

⑴
担 い 手 の 育
成・支援

※実施計画２項目

１　町芸術文化協会への補助　（予算額：1,829千円）
　

２　文化芸術鑑賞機会の提供
　　○青少年劇場、芸術祭舞台公演
　　　　　　　　　　　　　　（予算額：851千円）

１  町芸術文化協会補助金　（決算額：1,829千円）
　　（内訳）・運営費65千円・事業費1,764千円

２　文化芸術鑑賞機会の提供
　　○第61回岩手町芸術祭展示部門の開催（11/5-20）
　　　来場者1,334名

　　○岩手県青少年劇場舞台公演の開催（5/30）
　　　語り芝居「美しいことば　美しいひびき」
　　　来場者110人
　　　　　　　　　         （決算額：297千円）

A



方　針　内　容
施策の体系

（評価項目）
実　　施　　計　　画（令和４年度） 実　　施　　内　　容（令和４年度） 評　価 備　　　考

将来像　「わたしたちが創る　笑顔いっぱい　いわてまち」　　基本目標　「ひとと文化を大切にする教育のまち」
（※主要施策４項目　学校教育の充実、社会教育の充実、生涯スポーツの推進、文化・芸術の振興）

主要施策

　昨年６月にグランドリニューアル
オープンした石神の丘美術館は、リ
ニューアルコンセプトにおいてメイン
ターゲットとして位置付けた若い家族
連れや女性を中心に多くの皆様に来館
いただいております。本年も引き続き
にぎわいを創出していくため、花と
アートの森を一層充実させるととも
に、開業20周年を迎える道の駅「石神
の丘」と連携したイベントの企画・実
施により、さらなる魅力発信に努めま
す。
　また、令和４年度を最終年度とする
第２次運営計画を引き継ぐ、第３次運
営計画の策定に向け、調査・研究を進
めて参ります。

⑵
より住民に親
しまれる美術
館運営

※実施計画２項目

１　美術館を指定管理委託し、効率的な美術館運営と彫
　刻によるまちづくりを推進する。
　　　　　　　　　　　　　　（予算額：53,450千円）

　・花とアートの森通年イベント企画
　　　　　　　　　　　　　　（予算額：1,500千円）

２　美術館施設整備等工事
　　・空調設備入替えほか　　（予算額：16,334千円）

１　石神の丘美術館の管理運営委託
　　・委託期間　R4.4.1～R5.3.31
　　・委託先　　㈱岩手町ふるさと振興公社
　　　　　　　　　　　　　　（決算額：53,450千円）
　
　〇花とアートの森イベント委託料
　　　　　　　　　　　　　　（決算額：1,168千円）
　○企画展示・入館者数
　　アイリッシュフェスティバル in 岩手町
  　Hockey Town展　　 　　　　　　　　　　 348人
　　柴田真樹 版画コレクション ルオーに魅せられて
 　 版画に魅せられて　　　　　　　　　　 1,289人
　　石神の丘開業20周年記念　西野康造展　 3,723人
　　抗う波の軌跡－浮島彫刻スタジオの30年－
                                         1,596人
　　岩手町芸術祭　　　　　　　　　　　　 1,334人
　　岩手で最初期の漫画家　金子重正の世界　 217人
　　岩手町小中学校・高校　絵画コンクール作品展
                                        　 327人
　　岩手県高等学校文化連盟二戸支部 美術部合同展
                                         　411人
　　第4回岩手町文化財展　北緯40度の仏教文化
                                     　　　834人

　〇町民無料券利用実績
　　　495人（令和3年度299人）

２　美術館施設整備等工事
　・タイルカーペット交換　　　(決算額：1,100千円）
　・空調機更新　　　　　　　　(決算額：　444千円）
　・可動間仕切り戸車交換　　　(決算額：1,320千円）
　・ギャラリー壁面塗装　　　　(決算額：1,650千円）
　・野外受水槽バルブ取替修繕　(決算額：　473千円）

　文化財保護につきましては、指定文
化財の適正な保護に努めると共に、埋
蔵文化財やその他の文化財についても
計画的に調査を進めます。
　また、文化財や先人資料等を適正に
整理・収蔵、広く一般に公開できるよ
う、展示保存施設の整備を進めて参り
ます。

⑶
文化財の保
存・活用

※実施計画３項目

１　文化財の内容確認調査を進める。

２　文化財展にて展示を行い、文化財保護の啓蒙に
　努める。

３　歴史文化館の整備
　　・建築工事・展示工事設計委託料
　　　　　　　　　　　（予算額：12,358千円）

１　文化財の内容確認調査については、随時、必要に応
　じて調査を行った。令和4年度は、輪台城址内容等確認
　調査を実施した。
　　①調査区　Ⅲ郭
　　②重機借上げ 205千円、基準点測量委託 264千円
　　③調査成果　発見遺構（柱穴跡17基）
　　　　　　　　出土遺物（古銭１枚）

２　第４回岩手町文化財展にて展示を行い、文化財保護
　の啓蒙に努めた。
　　①「北緯40度の仏教文化」（於：石神の丘美術館）
　　③会期：令和５年３月４日～４月９日
　　④来場者数：1,163人

３　歴史文化館の整備
　　・展示基本設計業務委託（決算額：3,575千円）
　　・建築工事事前調査設計業務委託
　　　　　　　　　　　　　（決算額：2,970千円）

A

A



方　針　内　容
施策の体系

（評価項目）
実　　施　　計　　画（令和４年度） 実　　施　　内　　容（令和４年度） 評　価 備　　　考

将来像　「わたしたちが創る　笑顔いっぱい　いわてまち」　　基本目標　「ひとと文化を大切にする教育のまち」
（※主要施策４項目　学校教育の充実、社会教育の充実、生涯スポーツの推進、文化・芸術の振興）

主要施策

　郷土芸能などの無形文化財は、保存
団体の育成・支援により後継者の確保
を図り、地域伝承文化を次世代に受け
継ぐための支援を実施します。

⑷
郷土芸能の保
存・伝承

※実施計画１項目

１　郷土芸能団体の活動支援のため、運営及び事業
　に要する経費を助成する。

　郷土芸能団体連絡協議会運営費補助金
　　　　　　　　　　　　　（予算額：1,733千円）

１　町郷土芸能団体連絡協議会補助金
　　　　　　（決算額：1,733千円　運営費・活動費）
　
　○郷土芸能団体の発表の場を提供した。
　8/6   第61回北上みちのく芸能まつり（出演:1団体）
　8/14　第22回長者の山懸賞盆踊り大会（出演:1団体）
　9/25　豊城稲荷神社例大祭（出演:3団体）
　10/2　沼宮内稲荷神社例大祭（出演:4団体）
　10/8　岩手町秋祭り合同パレード（出演:7団体）
　11/20 第44回岩手町郷土芸能発表会（出演:10団体）
       （来場者約800人）
　1/15　第１回横笛講習会
　1/29　第16回滝沢市郷土芸能発表会（出演:1団体）
　2/12　第39回二戸市郷土芸能発表会 視察（青年部）
　2/23　第２回横笛講習会
　3/19　岩手民俗芸能祭 視察（青年部）
　
　○後継者育成に係る協力
　　・町郷土芸能団体協議会青年部活動への支援

A

５国際交流の推進

※施策の体系１項目
（評価項目）

　第５に国際交流の推進についてであ
ります。
　ホストタウン相手国でありますアイ
ルランドにつきましては、オリンピッ
ク終了後に町民とのオンライン交流を
行うなど、絆を深めてまいりました。
また、大使館を通じて今後の交流計画
を進めており、令和４年度からは、ア
イルランドに町内の中高生を派遣し、
相手国の同世代と交流を図るなど、次
世代を担う子どもたちが国際的な視野
を持ち、活躍できる環境を創造すると
共に、町の活性化につながる様々な分
野の事業推進を図ってまいります。
　また、町民に対しアイルランドの文
化を知っていただくために、アイルラ
ンド関連イベントの開催を進めてまい
ります。

⑴
相手国の情報
発信や相手国
の文化学

※実施計画２項目

１　ホストタウン相手国であったアイルランドとの交流
　継続、相手国訪問交流。

２　アイルランドフェスティバル岩手町実行委員会に
　補助金を交付し、関連イベントのサポートを行う。
　（国際交流事業予算額　9,684千円）

１　アイルランドとの交流継続、相手国訪問交流
　　　　　　　　　　　　　（決算額　4,891千円）
　　沼宮内高校生5名をアイルランドに派遣

２　アイルランドフェスティバルの開催
　実行委員会に補助金を交付し、関連イベントを実施。
　　　　　　　　　　　　　（決算額　1,200千円）

　〇アイルランドフェスティバル IN SUMMER（8/14）
　　道の駅道路情報休憩施設をアイリッシュパブ風の
　デザインに装飾。ライブ演奏やアイルランドにちな
　んだメニューを提供した。

　〇アイルランドフェスティバル2023（3/25）
　　美術館グリーンライトアップ、大町商店街のグリ
　ーン装飾、道の駅での物販、レストランでの限定メ
　ニュー提供、プラザあいでのミニパレードを実施。
　　このほかアイルランドへ訪問交流した沼宮内高校
　生による成果発表会やアイリッシュ音楽のライブを
　行った。

A


